
 

 

 

 

 

2023年度 順天堂大学 
【 講 評 】 

知識を問われる問題が多く出題された。実験考察問題の問題Ⅱも複雑な問題は出題されず、ホルモンの作用につ

いての基本的な知識があれば十分解ける難易度であった。1次突破には高い得点率が求められるだろう。 

【 解 答 】  

Ⅰ 

 第 1問 

 問 1 A: ⑥ B: ⑦ C: ①  D: ④  E: ⑤  F: ②  G: ③ 

 問 2 a: ⑪ b: ③ c: ② d: ① e: ⑦ f: ⑥ g: ⑧ h: ④ i: ⑤ j: ⑩  

 問 3 C: ⑨ D: ⑥ E: ② F: ① G: ⑧  

 問 4 ③  

 第 2問 

 問 1 (1) ③ (2) ③, ⑤ (3) ⑤ (4) ⑤ (5) ④ 

 問 2  

(1) a: ② b: ④ c: ⑤ d: ⑦ e: ③ f: ① 

(2) A: ③ B: ④ C: ⑤ D: ① E: ② 

(3) ④ 

(4) ③ 

(5) ③ 

第 3問 

問 1 ア: ④ イ: ⑧ ウ: ⑨ エ: ⑦ オ: ① カ: ⑥ キ: ⑤ ク: ③ ケ: ② 

問 2  A: ③ B: ④ C: ⑤ D: ① E: ② 

問 3  ② 

問 4 ⑤ 

問 5 a: ③ b: ② c: ④ d: ⑥ e: ⑤ f: ⑦ 

問 6 ② 

 

Ⅱ 

 問 1 (ア) 7 (イ) デンプン (ウ) 口腔 (エ) 2 (オ) タンパク質 (カ) 胃 (キ) 胃腺 (ク) 8 (ケ) タンパク質 

(コ) 十二指腸 (サ) すい臓 

  問 2 胃酸を中和し、低下した糜粥の pHをトリプシンの最適 pHの 8付近まで上げる機能。 

 問 3 

(1) 実験の方法：空腹状態のイヌの血液に抽出液を注射する。 

実験結果：すい臓がすい液を分泌した。 

(2) すい液の分泌によって十二指腸における pHが上昇し、負のフィードバックが働くこと。 

解答速報 生物 



 

 

(3) 細胞膜上の受容体 

(4) セカンドメッセンジャーを介した情報伝達による酵素活性変化。 

  

 

 【 解 説 】 

Ⅰ 

 第 1問  

問 4  eはグルタミン酸である。グルタミン酸は酸性アミノ酸で、側鎖はカルボン酸になっているので持ってい

るアミノ基はアミノ酸の基本骨格のアミノ基 1 つだと考えられる。b がアンモニウムイオンであることを考え

ると、fは eにアミノ基を 1つ付加した化合物であるので、fのアミノ基は 2つである。fと gが反応して eが 2

つできているので、反応前後のアミノ基の数を合わせることを考えると g のアミノ基は 0 個である。e と h が

反応して gと iができているので、先ほどと同様反応前後でのアミノ基の数を合わせることを考えると iは hよ

りも 1つアミノ基が多いはずである。これに合致する選択肢は③である。 

第 2問 

問 2  

(5) 同時に受精することを防ぐための仕組みなので、受精のプロセスの中で同時に起きたら問題が発生する時期

を考えればよい。ゼリー層や卵黄膜を複数の精子が通過しても問題は発生しないが、卵の細胞膜に複数の精子

が融合してしまうと細胞内の染色体の数が異常になってしまう。また、膜電位はナトリウムポンプ、つまり細胞

内にカリウムイオンを取り込み細胞外にナトリウムイオンを排出するポンプによって維持されていることを考

えると、神経細胞と同様膜電位を変化させるにはナトリウムイオンの流入が用いられていると考える。 

 

Ⅱ 

 問 3  

(1) 抽出液がすい臓に働きかけてすい液を分泌することを示したい。抽出液以外にすい液を分泌する要素を排除

して実験を行わなければならない点に注意が必要である。また、セクレチンはホルモンであるという記述があ

るので、血液を経由した摂取方法を選択すべきである。 

(2) 十二指腸の粘膜の pH によってセクレチンの分泌が制御されていると考えられる。pH の低下でセクレチン

が分泌され、その結果すい液が分泌されるので、すい液の作用で逆に pH が上昇することによる負のフィード

バック調節が働くと考える。 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 


